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おもな内容

❷
透
視

医
療
技
術
料
の
実
質
下
落
を
放
置
す
る
な

❸
寄
稿

育
児
・
介
護
休
業
法
改
正

❹
報
道

眼
科
分
野
で
の
電
子
カ
ル
テ
導
入
状
況
調
査

❹
連
載

最
近
の
問
い
合
わ
せ
事
例
よ
り
�

❻
連
載

会
員
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
151

か
。
我
々
が
子
供
の
頃
は
毎
週

同
じ
曜
日
の
同
じ
時
間
に
テ
レ

ビ
の
前
に
座
っ
て
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
見
て
い
ま
し
た
。
た
ま
に

再
放
送
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
は
１
回
き
り
の
放
送
で

し
た
。

籙
Ｖ
Ｈ
Ｓ
や
ベ
ー
タ
の
ビ
デ
オ

デ
ッ
キ
が
発
売
さ
れ
、
番
組
を

録
画
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
技

術
革
新
は
目
覚
ま
し
く
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
・
ハ
ー
ド
デ
ィ

ス
ク
レ
コ
ー
ダ
ー
・
ブ
ル
ー
レ

イ
レ
コ
ー
ダ
ー
等
が
発
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
そ
の
も
の

も
ブ
ラ
ウ
ン
管
か
ら
液
晶
や
Ｅ

Ｌ
と
い
っ
た
薄
型
テ
レ
ビ
に
代

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
も
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

籙
最
近
で
は
動
画
配
信
サ
ー
ビ

ス
が
大
は
や
り
で
す
。
無
料
で

使
え
る
ア
プ
リ
と
し
て
は
「
Ｔ

Ｖ
ｅ
ｒ
」
が
あ
り
ま
す
が
、
１

週
間
で
見
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
番
組
が
多
く
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番

組
も
見
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
比

べ
る
と
有
料
配
信
サ
ー
ビ
ス
は

期
限
が
な
く
視
聴
で
き
ま
す
。

た
だ
、
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
が
多

す
ぎ
て
ど
れ
を
選
ぶ
か
迷
い
ま

す
し
、
料
金
も
様
々
で
す
。
携

帯
電
話
の
料
金
プ
ラ
ン
に
組
み

込
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
自
分
の
好
き
な
ジ
ャ
ン
ル

や
タ
イ
ト
ル
が
あ
る
サ
ー
ビ
ス

を
選
ぶ
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

籙
昔
は
テ
レ
ビ
を
見
る
の
は
無

料
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
除
く
）
で
し
た

が
、
今
は
有
料
で
楽
し
む
も
の

に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

�

（
元
）

　
最
近
テ
レ

ビ
を
ど
の
よ

う
に
見
て
い

る
で
し
ょ
う

「OTC類似薬の保険外し」のアンケート結果報告と「OTC類似薬の保険外し」のアンケート結果報告と

マスコミとの意見交換会はニュース等でも大きくマスコミとの意見交換会はニュース等でも大きく

取り上げられた。取り上げられた。

　
現
在
、
自
民
党
・
公
明
党
・

日
本
維
新
の
会
の
３
党
に
よ
る

社
会
保
障
改
革
の
協
議
会
で

〝
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
〟
の
保
険
は

ず
し
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
日

本
維
新
の
会
は
具
体
的
な
品
目

も
あ
げ
て
保
険
は
ず
し
実
施
を

政
府
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
４
月
23
日
に
行
わ
れ
た
財

務
省
の
財
政
制
度
等
審
議
会
・

財
政
制
度
分
科
会
で
も
、「
セ

ル
フ
ケ
ア
・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」
の
項
目
で

「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用

 OTC 類似薬 保険外しは撤回を OTC 類似薬 保険外しは撤回を
「患者負担増」「病気発見遅れる」「保険治療不可」等 問題山積み

の
在
り
方
の
見
直
し
」（
図
）

が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
協
会

は
、
治
療
に
必
要
な
薬
は
保
険

適
用
が
当
然
で
あ
り
、
保
険
は

ず
し
に
は
断
固
と
し
て
反
対
で

あ
る
と
政
策
調
査
部
長
談
話
を

発
表
。
マ
ス
コ
ミ
懇
談
会
で

は
、
問
題
点
と
し
て
①
患
者
の

薬
代
負
担
が
増
加
、
②
病
気
の

発
見
が
遅
れ
る
、
③
保
険
で
治

療
が
出
来
な
い
な
ど
を
あ
げ

て
、
患
者
へ
の
影
響
の
深
刻
さ

を
訴
え
ま
し
た
。

せ
ら
れ
て
い
る
医
薬
品
は
）

〝
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
〟
と
呼
ば
れ

て
い
る
が
、
本
来
は
処
方
箋
が

必
要
な
医
薬
品
が
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化

（
市
販
薬
化
）
さ
れ
た
の
で
あ

り
、
主
と
副
が
逆
転
し
た
言
葉

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
日
本
維

新
の
会
の
主
張
は
そ
う
し
た
逆

立
ち
し
た
論
理
で
保
険
は
ず
し

を
主
張
し
て
お
り
暴
論
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
」
と
指
摘
し
ま

し
た
。

　
次
に
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
と
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果

（
既
報
）
を
報
告
。
ア
ン
ケ
ー

ト
に
寄
せ
ら
れ
た
、
自
己
判
断

で
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
を
服
用
し
続
け
た

結
果
、
重
症
化
す
る
な
ど
し
た

〟〟
〝〝マ

ス
コ
ミ
懇
談
会

事
例
を
紹
介
し
、
医
師
の
診
断

の
も
と
で
適
切
に
服
薬
す
る
重

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
に

は
慢
性
疾
患
で
長
期
に
わ
た
っ

て
使
用
し
な
い
と
な
ら
な
い
薬

も
多
く
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

治
療
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
を
危

惧
す
る
」
な
ど
の
意
見
を
紹
介

し
、
患
者
の
自
己
責
任
化
、
自

己
負
担
と
リ
ス
ク
増
加
へ
の
懸

念
、
国
民
の
命
を
守
る
保
険
制

度
を
望
む
声
が
多
数
届
い
た
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
参
加
マ
ス
コ
ミ
か
ら
は
、

「
維
新
の
会
は
〝
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
〟
の
保
険
は
ず
し
で
約
１
兆

円
削
減
で
き
る
と
し
て
い
る

が
、
医
療
現
場
か
ら
み
て
大
き

な
規
模
と
感
じ
る
か
」
と
い
う

質
問
や
「
維
新
の
会
は
現
役
世

代
の
保
険
料
負
担
軽
減
を
保
険

は
ず
し
の
理
由
と
し
て
い
る

が
、
結
局
は
現
役
世
代
も
医
療

に
か
か
る
お
金
が
増
え
る
の
で

は
な
い
か
」、「
薬
剤
師
が
担
う

役
割
を
大
き
く
し
、
医
薬
連
携

が
も
っ
と
す
す
め
ば
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬

を
用
い
て
の
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
安
全
性
も
高
ま
る

の
で
は
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

�

【
２
面
関
連
記
事
】

　
大
阪
府
保
険
医
協
会
は
５
月
14
日
、
現
在
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
〝
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
〟

の
保
険
は
ず
し
に
つ
い
て
、「
反
対
」
の
意
見
表
明
を
す
る
と
と
も
に
報
道
関
係
者
と
率
直

な
意
見
交
換
を
行
う
た
め
、
マ
ス
コ
ミ
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
協
会
か
ら
は
、
宇
都
宮

理
事
長
、
井
上
・
小
林
・
斉
藤
・
高
本
各
副
理
事
長
が
出
席
し
、〝
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
〟
が
保

険
給
付
か
ら
除
外
さ
れ
た
場
合
の
懸
念
点
や
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
を
用
い
て
の
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
関
す
る
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
報
告
。
報
道
機
関
か
ら
は
７
社
の
参
加
が
あ

り
、
読
売
テ
レ
ビ
「
ｔ
ｅ
ｎ
．」
や
関
西
テ
レ
ビ
ｗ
ｅ
ｂ
版
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
阪
府
保
険
医
協
会
は
５
月
15
日
に

保
団
連
の
国
会
行
動
に
住
江
憲
勇
大
阪

協
会
特
別
顧
問
が
参
加
し
、
大
阪
選

出
、
厚
生
労
働
委
員
の
国
会
議
員
を
中

心
に
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
要
請

で
は
、
前
日
に
行
っ
た
マ
ス
コ
ミ
懇
談

会
で
取
り
上
げ
た
〝
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

保
険
外
し
問
題
〟
や
今
国
会
に
提
出
さ

れ
て
い
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施

設
」
（
医
療
法
）
の
問
題
点
を
提
示
し

ま
し
た
。
議
員
か
ら
は
、
協
会
の
主
張

と
同
様
に
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し

に
反
対
す
る
意
見
や
「
束
ね
法
案
」
に

よ
り
多
く
の
法
案
が
審
議
さ
れ
な
い
ま

ま
成
立
す
る
国
会
運
営
に
問
題
を
呈
す

声
も
観
ら
れ
ま
し
た
。

　
住
江
特
別
顧
問
か
ら
は
、
社
会
保
障

は
、
「
国
民
の
い
の
ち
・

健
康
を
守

り
、
格
差
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
闘
い
取

っ
て
き
た
制
度
。
一
方
で
資
本
主
義
社

会
全
体
の
安
全
装
置
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
政
府
は
社
会
保
障
を
破
棄
し
よ
う

と
し
て
い
る
」
と
強
調
。
「
国
民
は
黙

っ
て
い
る
と
思
い
見
く
び
っ
て
い
る
」

と
政
治
の
劣
化
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
「
保
険
証
を
使
い
続

け
た
い
」
署
名
提
出
集
会
が
開
催
さ
れ

オ
ン
ラ
イ
ン
含
め
４
２
０
人
が
参
加

し
、
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
署

名
１
８
８
万
５
５
９
４
人
分
を
国
会
に

提
出
し
ま
し
た
。

立
憲
民
主
党
の
森
山
浩
行
衆
議
院
議
員
（
右
上
）
、
れ
い
わ
新
選
組
の
八
幡
愛
衆
議
院
議

員
（
右
中
）、
日
本
共
産
党
の
田
村
貴
昭
衆
議
院
議
員
（
右
下
）、
日
本
共
産
党
の
大
門
実

紀
史
参
議
院
議
員
（
左
上
）、
日
本
共
産
党
の
倉
林
明
子
参
議
院
議
員
（
左
中
）、
社
会
民

主
党
の
大
椿
ゆ
う
こ
参
議
院
議
員
（
左
下
）

現
場
の
声
、
国
会
議
員
に
届
け
る

集
会
で
保
険
証
存
続
署
名
１
８
８
万
超
提
出

国
会
行
動

　
ま
た
、
基

調

報

告

で

は
、「（
今
回

保
険
は
ず
し

の
俎そ

上
じ
ょ
う

に
の

図　保険給付の範囲の在り方の見直し図　保険給付の範囲の在り方の見直し（令和７年度４月23日財政制度分科会資料より抜粋）
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２
０
２
４
年
度
改
定
は
「
物

価
高
の
中
で
も
総
額
を
抑
制
す

る
」
と
い
う
政
府
方
針
を
色
濃

く
反
映
し
、
技
術
料
部
分
は
実

質
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
医
薬

品
・
材
料
費
の
高
騰
、
人
件
費

の
上
昇
と
い
う
二
重
圧
力
が
加

わ
る
中
で
、
診
療
現
場
が
〝
値

上
げ
禁
止
業

種
〟
と
化
し

て
い
る
現
状

は
き
わ
め
て

歪い
び
つで

あ
る
。

経
済
学
的
に

み
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ
下
で
価
格

を
据
え
置
け
ば
実
質
価
格
は
下

落
す
る
。
医
療
費
抑
制
論
者
は

こ
の
実
質
値
下
げ
を

「
効
率

化
」
と
称
す
る
が
、
実
態
は
医

療
提
供
体
制
へ
の
慢
性
的
投
資

不
足
で
あ
る
。

　
今
回
象
徴
的
だ
っ
た
の
が

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」

だ
。
賃
上
げ
原
資
が
診
療
報
酬

本
体
に
実
質
的
に
組
み
込
ま
れ

な
か
っ
た
。
医
療
職
の
賃
上
げ

を
目
的
と
す
る
点
数
で
あ
り
な

が
ら
、
複
雑
で
常
勤
換
算
や
賃

上
げ
計
画
の
提
示
な
ど
事
務
負

担
が
大
き
い
。
結
果
と
し
て
中

小
診
療
所
の
多
く
は
算
定
を
断

念
し
た
。
医
師
・
看
護
師
の
労

働
市
場
が
逼
迫
す
る
な
か
、
賃

金
上
昇
を
阻
害
す
る
政
策
設
計

は
、
医
療
機
関
か
ら
の
人
材
流

出
を
加
速
さ
せ
る
。

　
さ
ら
に
、
改
定
で
は
技
術
料

の
伸
び
代
を
薬
価
改
定
に
よ
る

原
資
に
依
存
す
る
構
造
も
限
界

に
達
し
て
い
る
。
自
院
で
の
対

応
に
つ
い
て
、
薬
価
差
益
が
既

に
縮
小
し
た
現
在
、
技
術
料
を

薬
価
抑
制
分
で
賄
う
方
程
式
は

成
立
し
な
い
。
診
療
報
酬
体
系

は
高
齢
者
多
死
社
会
で
求
め
ら

れ
る
「
手
間
と
時
間
」
を
正
当

に
評
価
す
る
方
向
へ
シ
フ
ト
す

べ
き
だ
。
具
体
的
に
は
①
急
性

期
病
院
で
の
難
易
度
の
高
い
技

術
や
救
急
医
療
、
②
医
師
の
判

断
と
多
職
種
連
携
が
鍵
を
握
る

外
来
の
慢
性
期
管
理
や
在
宅
医

療
…
と
い
っ
た
専
門
性
・
連
携

重
視
の
領
域
に
重
点
配
分
す
る

の
が
合
理
的
だ
。

　
医
療
は
公
的
価
格
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
マ
ク
ロ
経
済
と
連
動

し
た
改
定
ル
ー
ル
が
要
る
。
消

費
者
物
価
指
数
と
連
動
す
る
自

動
補
正
、
あ
る
い
は
医
療
職
平

均
給
与
指
数
を
参
照
し
た
賃
金

ス
ラ
イ
ド
を
導
入
す
れ
ば
、
政

治
日
程
に
左
右
さ
れ
な
い
透
明

性
が
担
保
さ
れ
る
。
加
え
て
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
よ
う

な
目
的
別
加
算
は
、
申
請
負
担

を
最
小
化
し
、
小
規
模
事
業
者

で
も
容
易
に
活
用
で
き
る
設
計

が
必
須
だ
。

　
次
期
診
療
報
酬
は

「
効
率

化
」
よ
り
も
「
価
値
評
価
」
の

視
点
を
特
に
強
調
し
、
質
に
見

合
っ
た
対
価
を
求
め
る
べ
き
段

階
に
来
て
い
る
。
適
正
な
技
術

料
は
医
療
安
全
の
担
保
、
診
療

時
間
の
確
保
、
若
手
医
師
の
キ

ャ
リ
ア
パ
ス
形
成
に
直
結
す

る
。
イ
ン
フ
レ
下
で
実
質
目
減

り
を
続
け
る

技
術
料
を
放

置
す
れ
ば
、

医
療
の
品
質

は
確
実
に
低

下
す
る
。「
医

療
費
は
コ
ス
ト
で
は
な
く
投
資

で
あ
る
」
と
い
う
視
座
の
も

と
、
医
療
従
事
者
が
誇
り
を
持

ち
、
患
者
が
安
心
し
て
受
診
で

き
る
社
会
を
守
る
た
め
、
診
療

報
酬
を

〝
未
来
へ
の
社
会
保

障
〟
と
し
て
再
設
計
す
る
こ
と

が
急
務
だ
。

医
療
技
術
料
の
実
質
下
落
を
放
置
す
る
な

―
イ
ン
フ
レ
下
の
診
療
報
酬
に
価
値
評
価
の
視
点
を

報
告
さ
れ
、
患
者
の
自
己
管
理

に
よ
る
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
危
険
性
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
現
状
の
Ｏ

Ｔ
Ｃ
薬
で
も
多
く
の
問
題
が
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
を
保
険
か
ら
外
す
こ
と
は

患
者
さ
ん
を
危
険
に
さ
ら
す
暴

挙
で
あ
る
。

　
ま
し
て
や
、
昨
今
の
物
価
高

騰
に
よ
り
国
民
生
活
は
益
々
苦

し
く
な
っ
て
お
り
、
現
時
点
で

も
経
済
的
理
由
で
必
要
な
医
療

を
受
け
ら
れ
な
い
国
民
が
少
な

く
な
い
。
そ
こ
に
、
昨
年
10
月

に
は
長
期
収
載
品
の
選
定
療
養

化
が
実
施
さ
れ
、
一
部
の
薬
で

は
実
質
の
保
険
は
ず
し
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
上
、
更
な
る
医
薬

品
の
保
険
は
ず
し
や
選
定
療
養

化
を
行
う
こ
と
は
、
国
民
皆
保

険
制
度
の
益
々
の
形
骸
化
を
招

く
こ
と
と
な
り
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
。

◇
　
　
◇

　
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
は
ず

し
推
進
派
は
現
役
世
代
の
保
険

料
負
担
軽
減
な
ど
を
理
由
に
あ

げ
て
い
る
が
、
国
庫
負
担
を
抜

本
的
に
増
や
し
、
保
険
料
の
引

き
下
げ
と
と
も
に
患
者
自
己
負

担
を
引
き
下
げ
て
安
心
し
て
医

療
に
か
か
れ
る
制
度
と
す
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
患

者
負
担
を
増
大
さ
せ
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
の
保
険
は
ず
し
は
撤
回

し
、
患
者
負
担
割
合
の
引
下
げ

な
ど
患
者
負
担
の
軽
減
政
策
の

実
施
を
強
く
求
め
る
。

　
財
務
省
の
財
政
制
度
等
審
議

会
・
財
政
制
度
分
科
会
は
２
０

２
５
年
４
月
23
日
、
市
販
薬

（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
）
と
同
じ
成
分
を

含
む
医
療
用
医
薬
品
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
」
の
保
険
給
付
見
直
し

を
提
案
し
ま
し
た
。
セ
ル
フ
ケ

ア
・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

副理事長

斉藤 和則

政策調査部長談話 危
険
性
・
患
者
の
自
己
負
担
を
増
や
す

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し
に
断
固
反
対

今
回
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険

は
ず
し
は
更
な
る
暴
論
と
言
わ

ざ
る
を
得
ず
、
断
固
と
し
て
反

対
す
る
。

　
４
月
17
日
の
３
党
協
議
で

は
、
自
民
党
と
公
明
党
か
ら
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
見
直
し
に
対
す

る
考
え
方
を
整
理
し
た
「
素

案
」
が
示
さ
れ
、
病
気
の
発
見

遅
れ
の
リ
ス
ク
や
患
者
負
担
の

増
加
に
よ
る
本
来
必
要
な
医
薬

品
の
購
入
控
え
な
ど
の
問
題
が

指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
指
摘
は
も

っ
と
も
で
あ
り
、
国
民
の
い
の

ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
医
療

保
険
制
度
で
あ
る
と
い
う
原
則

に
立
て
ば
、
治
療
に
必
要
な
医

薬
品
が
保
険
で
処
方
で
き
な
く

な
る
制
度
変
更
は
絶
対
に
許
さ

れ
な
い
。

　
一
方
、
医
療
用
と
し
て
使
わ

れ
て
き
た
薬
を
転
用
し
た
Ｏ
Ｔ

Ｃ
医
薬
品
を
用
い
て
の
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
医
療

上
の
問
題
点
も
少
な
く
な
い
。

当
会
が
今
年
４
月
に
実
施
し
た

会
員
医
療
機
関
調
査
で
は
、

「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
（
市
販
薬
）
を
服

用
し
、
副
作
用
や
重
症
化
す
る

な
ど
し
て
来
院
し
た
患
者
さ
ん

が
い
た
か
」
と
の
問
い
に
は

「
い
る
」
と
の
回
答
が
37
％
、

患
者
さ
ん
の
自
己
判
断
に
よ
る

服
薬
に
危
険
を
感
じ
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ

医
薬
品
」
が
「
あ
る
」
と
回
答

し
た
医
療
機
関
が
76
％
に
の
ぼ

り
、
具
体
的
な
医
薬
品
名
や
そ

の
理
由
、
実
際
の
治
療
遅
れ
に

よ
る
重
症
化
事
例
な
ど
が
多
数

　
現
在
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保

険
除
外
が
自
民
党
、
公
明
党
、

日
本
維
新
の
会
の
３
党
に
よ
る

社
会
保
障
に
関
す
る
協
議
会
で

議
論
さ
れ
て
い
る
。

　〝
薬
の
保
険
は
ず
し
〟
は
こ

の
間
も
強
行
さ
れ
て
お
り
、
実

際
に
近
年
で
は
、
湿
布
薬
の
処

方
枚
数
制
限
の
導
入
や
長
期
収

載
品
の
選
定
療
養
化
な
ど
が
行

わ
れ
て
き
た
。
そ
の
度
に
当
会

は
、
患
者
自
己
負
担
の
増
大
や

そ
れ
に
伴
っ
て
適
切
な
治
療
か

ら
遠
の
い
て
し
ま
う
患
者
が
増

え
る
こ
と
な
ど
か
ら
「
反
対
」

の
意
見
を
表
明
し
て
き
た
が
、

外国人の医療、生活保護の
現状と課題

　高額療養費制度の見直しを巡り、国民民主党の玉木代表
が外国人でも３カ月程度の滞在で数千万円相当の高額療養
費を受けることができるため見直しが必要と主張し、議論
が巻き起こっています。ＳＮＳ等で外国人の医療保険利用
に対してバッシングが起こる一方、専門家からは外国人に
よる医療費はわずかにすぎず、「特別な事例を基にした論理
の飛躍」との指摘もされています。そこで、外国人に対す
る医療や生活保護の実態について理解を深める学習会を企
画しました。生活保護ケースワーカーとして勤務された後、
貧困と生活保護等について調査・ 研究されている吉永純先

生を講師にお招きします。多数のご参加をお待ちしています。

日　程　６月14日（土）午後２時30分～４時
会　場　難波御堂筋ホール８階　「ホール８Ｂ」+Zoom
講　師　花園大学　社会福祉学部　教授　吉永 純 氏

申込み　WEBまたはFAXで担当・平井／中村まで

※WEB参加が可能です（WEBからお申込みください）

政策学習会

右記の２次元コードより
申し込み可能

　
大
阪
府
保
険
医
協
会
の
斉
藤
和
則
政
策
調
査
部
長
は

５
月
14
日
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し
問
題
に
つ
い

て
談
話
を
発
表
し
ま
し
た
。
患
者
負
担
増
加
や
重
症
化

リ
ス
ク
を
指
摘
し
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
危

険
性
も
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
形

骸
化
を
招
く
と
し
て
抗
議
し
て
い
ま
す
。

��

財
政
審
分
科
会
で
薬
の
保
険
給
付
範
囲
の
見
直
し
提
案

財
政
審
分
科
会
で
薬
の
保
険
給
付
範
囲
の
見
直
し
提
案

「
保
険
外
併
用
療
養
」拡
大

「
保
険
外
併
用
療
養
」拡
大

ン
の
推
進
を
掲
げ
、
薬
剤
費
削

減
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
医

療
界
か
ら
は
強
い
反
発
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
２
０
１
２
年
度
か
ら

段
階
的
に
医
薬
品
の
保
険
適
用

を
見
直
し
て
き
ま
し
た
。
ま
ず

単
な
る
栄
養
補
給
目
的
の
ビ
タ

ミ
ン
製
剤
、
う
が
い
薬
単
体
の

投
与
、
処
方
制
限
を
超
え
た
湿

布
薬
を
保
険
算
定
対
象
外
と
し

ま
し
た
。
２
０
２
４
年
10
月
か

ら
は
長
期
収
載
品
に
選
定
療
養

の
仕
組
み
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
提
案
で
は
保
険
は
ず

し
の
方
法
と
し
て
、「
単
純
な

保
険
適
用
除
外
」
と
「
保
険
外

併
用
療
養
費
制
度
の
活
用
」
の

二
案
を
示
し
ま
し
た
。
日
本
維

新
の
会
は
、
成
分
・
含
有
量
が

同
一
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
保
険

適
用
外
に
す
る
こ
と
で
１
３
７

０
億
円
の
薬
剤
費
削
減
が
可
能

と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　
提
案
さ
れ
た
改
革
案
は
、
現

状
で
は
技
術
料
・
薬
剤
費
と
も

に
保
険
適
用
さ
れ
て
い
る
も
の

を
、
第
一
案
は
両
方
を
全
額
自

己
負
担
と
す
る
厳
格
な
方
針
、

第
二
案
は
技
術
料
の
み
保
険
適

用
を
維
持
し
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

薬
剤
費
の
み
を
自
己
負
担
と
す

る
方
針
と
な
っ
て
お
り
、
薬
剤

費
削
減
効
果
と
患
者
負
担
増
加

の
バ
ラ
ン
ス
が
焦
点
と
な
っ
て

い
ま
す
（
図
）
。

　
現
在
市
販
薬
は
処
方
薬
よ
り

価
格
が
高
く
、
経
済
的
弱
者
へ

の
負
担
増
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

特
に
難
病
患
者
の
場
合
、
Ｏ
Ｔ

Ｃ
類
似
薬
が
保
険
適
用
外
に
な

る
と
医
療
費
助
成
制
度
か
ら
も

除
外
さ
れ
、
大
幅
な
負
担
増
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
和
漢
医
薬
学
会
か
ら
は
、
Ｏ

Ｔ
Ｃ
漢
方
薬
と
医
療
用
漢
方
薬

で
は
有
効
成
分
含
有
量
に
違
い

が
あ
り
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
で
は
十
分

な
効
果
が
得
ら
れ
な
い
可
能
性

が
あ
る
と
の
懸
念
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
定
義
自
体

が
医
療
関
係
者
間
で
共
有
さ
れ

て
お
ら
ず
、
保
険
適
用
の
是
非

と
処
方
箋
の
要
否
が
混
同
し
て

議
論
さ
れ
て
い
る
問
題
も
あ
り

ま
す
。

　
保
険
医
協
会
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
の
保
険
外
し
に
対
し
て
こ
れ

か
ら
も
運
動
を
進
め
て
い
き
ま

す
の
で
ご
意
見
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

図　�「保険外併用療養費制度」の柔軟な活用・拡大について

（令和７年度４月23日財政制度分科会資料より抜粋）

【
政
策
解
説
】


